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提出された作品は以下の 10 作品である。 
①「釉下混合彩蓮文大皿」（51×51×10cm）磁器 
②「釉下混合彩南天紋大皿」（53.5×53.5×10cm）磁器 
③「釉下混合彩紅葉文大皿」（51×51×7.5cm）磁器 
第Ⅳ章 2 節における混合彩技法で制作された作品①は、蓮文の混合彩絵付けと吹き墨を
使い本論文提出作品に代表される絵付け技法がこの一作に網羅され以後の制作に対する意
欲を感じさせる作品である。②③は混合彩技法を「南天」「紅葉」のモチーフで制作した
もので呉須吹き墨の部分に白抜きのシルエットを入れた使い方に特徴が見られる。 
④「染付葡萄文壺」（45×45×53cm）磁器 
⑤「南天文壺」（28×28×33cm）磁器 
⑥「葡萄文壺Ⅱ」（42×42×39.5cm）磁器 
⑦「蓮文壺Ⅱ」（33.5×33.5×43.5cm）磁器 
⑧「蓮文壺Ⅰ」（33×33×37cm）磁器 
⑨「葡萄文壺Ⅰ」（19×19×39cm）磁器 
第Ⅳ章第 2 節における胴継ぎ技法を使い④～⑦は成形している。大壺時期制作の技法と
しては良く知られているが、継ぐ方法に独自の工夫と⑤⑥では全体に捻じれのある鎬を入
れ大きさのみでなく作品としての形体の装飾に工夫があり後の扁壺に結びついている。⑦
は胴継ぎ成形されているが高さは 40cm ほどである。絵付けと大きさのバランスについて研
究するために制作しているため試作的な印象はぬぐえない。⑧⑨は継ぐことなく全体を一
塊の粘土を使い成形している。形と絵付けの研究を意識した作品である。⑨は余白を生か
した絵付けが成功している。 
⑩「蓮文扁壺」（14×40×52cm）磁器（6 点） 
第Ⅳ章第 2 節石膏型による張り込み技法で制作された扁壺はこれまでの成型技法と絵付
け技法の集大成であり完成度の高い作品となっている。展示では 5 点を一つの群として展
示をすることで、これまでの一つの作品という考え方から発展し、同じ形の繰り返しと少
しずつ違った絵付けすることで新たな空間表現となっている。兪氏の陶磁器における伝統
技法修得の後に表現された、現代に生きている彼らしい作品である。 
 
東アジアにおける高火度焼成陶磁器の歴史は世界の陶磁史から見て先進的な技術であ
り美術的評価も高い。論文は、染付けの成立について白磁とコバルトそれぞれの起源から
説き起こしたうえで、顔料、形体、絵付という各要素を、これも歴史的変遷から自らの作
品まで有機的に結びつく形で論述している。制作過程を書いた後半は独自の酸化銅と酸化
鉄を融合した新しい顔料の開発と、石膏型を用いる事で新たに可能性となった扁壺という
形体に独自性が発揮されている。論文ではこの二点の着想にいたるまでの経緯についても
歴史を遡って論述し、染付技法の伝統を引き継ぎながら、新しい試みを加えた自身の作品
の意義を丁寧に説明している。 
また、論文の末尾において兪氏は、陶磁史の流れを自らの制作活動をもって引き受け、
自身の制作が陶磁史の新たな展開となることを期すると述べる。その進取の気性と使命感
が研究全体を貫いていることも、高く評価すべき点である。 
学位請求論文「陶磁器における絵付けと形体の展開―染付技法を中心に―」は染付につ
いて陶磁史の内容が整理して論述され、これと有機的に結びついた質の高い作品制作に到
達した独自性のある作品と論文であり、博士学位に値する高い内容と判断した。 
 
３ 最終試験結果の要旨 
兪氏は現代の韓国陶芸と陶磁史研究の状況を踏まえ、日本留学で学んだ染付制作の意味
など自らの出自に立脚した視点から染付磁器を問うため、染付発生の地中国を中心とした
陶磁史と、韓国に伝わった染付文様の系譜を博士論文のテーマとした。それらは作品制作
の背景として重層的な意味を持ち、提出作品にみられるような抒情性豊かな染付釉裏紅絵
付の制作に繋がり、その形体においても扁壺を含む新たな可能性を感じさせる作品群とし
て結実している。 
作品と論文の高度な内容は博士学位に値するもので、作品と論文の相関関係は高く、新
規性・論理性をそなえ優れて質の高い内容と認められる。よって実技系博士論文に望まれ
る要件を基準以上に満たしており、学位の資格授与に値すると判断した。 
